
●
他
の
用
紙
を
使
用
の
場
合
は
、左
の
申
込
用
紙
を
切
り
取
り
、必
ず
１
作
品
ご
と
に
１
枚
の
申
込
書
を
添
付
し
て

　
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

俳
句
／
川
柳
／
短
歌
　
専
用
記
入
用
紙
　
　
　
　
キ
リ
ト
リ
線

（ 俳 句 ・ 川 柳 ・ 短 歌 は 切 り 取 ら な い で く だ さ い ）

俳
句
／
川
柳
／
短
歌

専
用
記
入
用
紙

（
こ
の
欄
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。）

※
こ
の
申
込
用
紙
は
、
B
5
又
は
A
4
サ
イ
ズ
で
印
刷（
コ
ピ
ー
）し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
欄（
製
作
上
の
ア
ピ
ー
ル
、テ
ー
マ
、苦
労
し
た
こ
と
、工
夫
し
た
こ
と
等
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。）

市
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（
　
　
　
　
）

幼
児
 ・
 小
学
生
 ・
 中
学
生
 ・
 一
般
　
の
部
に
申
し
込
み
ま
す
。

俳
句
 ・
 川
柳
 ・
 短
歌
  ・
 詩
 ・
 作
文
 ・
 絵
画
 ・
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン

身
体
で
表
現
　
の
分
野
に
申
し
込
み
ま
す
。

※ ○ 印 を

　 つ け て

　 く だ さ い 。 ●
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。）

　
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
情
報
は
、個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
、主
催
者
が
責
任
を
も
ち
管
理
い
た
し
ま
す
。１
６
歳
未
満
の
方
は
保
護
者

　
の
同
意
を
得
た
上
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

く
だ

※
応
募
分
野
 俳
句・
川
柳・
短
歌
以
外
は
記
入

第
25
回

応 募 方 法

送 付 先 ・ 問 い 合 わ せ 先

　　口座番号　00140-4-480809
　　口 座 名   自己表現カコンクール実行委員会

応 募 費 用
俳句・川柳・短歌

上記以外の分野

※応募者の名前で振り込んでください。家族で応募される等、複数の場合は通信欄に明細を書いてください。
※団体応募の場合は団体名でお振込ください。

申込方法第25回

1. 右下の申込書に記入してください。
　　
2. 作品1点につき1枚の申込書を添付してください。
　  （講評を1点ずつ記入しますので厳守してください。コピーでも可。）

●俳句･川柳･短歌は右の用紙をご利用ください。
他の用紙を使用されてもかまいませんが、A4判の用紙を使用してください。

●詩･作文･研究論文などは市販の原稿用紙を使用してください。

●幼児の場合は、大きいマス目のものを使用してもかまいません。
　（作品は応募者本人が書いてください。年齢の制限はありませんが、自分で書けることが応募資格です。
　保護者･指導者の代筆は受け付けません。読みにくい場合は保護者の方が内容を書き添えてください。）

●応募分野①②③以外の分野に応募の際は、必ず題名を書いてください。

●絵画は申込書を作品の裏（右上）にノリで貼ってください。送付される際には丸めないで、段ボールに
 　はさむなどして送ってください。

3. 団体応募の場合は、「団体申込書」が必要です。HPからダウンロードできます。
　　
4. 返信用封筒（送付時と同じサイズの封筒に同額の切手を貼り、返信先の住所･氏名を記入。）を入れてください。
   作品数が多く、サイズが大きい場合などは、ゆうパックの着払い伝票、又はヤマト運輸の着払い伝票を同封して
   ください。その際には、返信用封筒は必要ありません。受付した封筒を利用して返却します。
　　　5. 応募費用は郵便振替でお支払いください。

〒215-0006　神奈川県川崎市麻生区金程2-3-13 坂野テラスB-2   
TEL 044-281-3262　FAX 044-281-3263
http://www.genken.com/  メール genken@khaki.plala.or.jp

※申込用紙は、B5又はA4サイズで印刷（コピー）して応募してください。

＜俳句＞
俳句はふつうは季語を入れ、五·七·五のリズム
で作りますが、情景がわかれば季語が入ってい
なくてもかまいません。自然や生活などが伝わ
る作品を自由に表現してください。
＜川柳＞
川柳も五·七·五のリズムで作ります。
人間の面白さや社会風刺など、ユーモアを盛り
込んだ作品に挑戦してください。




